
平成28年10月号10月の安全運転のポイント

<人>　車　道路

　私たちは、いつも目の前にあるものを"正しく見ている"と感じています。そして、正しく見ていると

いう前提で物事を判断しています。しかし、錯覚が起こると判断にも誤りが生じます。運転場面で起こ

る錯覚は交通事故につながる危険があります。そこで、どのような場面で錯覚が起こりやすいか、運転

中の錯覚についてまとめてみました。

下りが上りに見える

　長い下り坂を走行するとき、急な勾配が緩やかな

勾配に変わると、上り坂に変わったかのような錯覚

が起こることがあります。そうなると、実際は下り

坂であるにもかかわらず、アクセルを踏み込んでし

まい、スピードを出し過ぎる危険があります。坂道

では、スピードメーターでスピードをチェックし、

安全速度をキープしましょう。

小さい車は大きい車より遠くに見える

　同じ距離であっても、大きい車は近くに見え、小

さい車は遠くに見えます。乗用車などに比べて車体

の小さな二輪車は、実際よりも遠くに感じやすく、

右折時に二輪車が接近していても、まだ距離があり

自車のほうが先に行けると誤った判断をすることが

あります。二輪車が接近しているときは遠めに見え

ても通過を待ちましょう。

・大きい車は近くに見え、小さい車は 

　遠くに見える。そのため右折時に二　輪車が接近

していても、まだ距離が　あると思って自車のほう

が先に行け　ると誤った判断をすることがある。

・道幅が同じ程度の交差点だと、自車　線の方が広

く見える。そのため自車　線のほうが優先だと勘違

いして、徐　行や一時停止を怠ることがある。

・急な勾配の下り坂が緩やかな勾配の　下り坂に変

わると、上り坂になった　ように感じやすい（図

３）。そのた　めアクセルを踏んでしまい、スピー

　ドを出し過ぎることがある。

下りが上りに見える

　長い下り坂を走行するとき、急な勾配が緩やかな

勾配に変わると、上り坂に変わったかのような錯覚

が起こります。そのため、実際は下り坂であるにも

関わらず、アクセルを踏み込んでスピードを出し過

ぎることがありますから注意しましょう。

大型車に引き寄せられる

　大型車の横を通過するときに大型車の大きなタイ

ヤなどに視線が向いてしまうと、無意識に大型車の

ほうにハンドルを切ってしまい、あたかも大型車に

吸い寄せられるような錯覚を起こすことがあります。

見ているものに吸い寄せられる「視覚吸引作用」に

よる現象です。このような事態を防ぐために、大型

車を追抜くときや追越すときは、視線はまっすぐ前

方を見て、大型車に視線を向けないようにしましょ

う。

カーブのきつさの判断を誤る

　右図は、同じカーブを示したものですが、Ｃのよ

うにカーブの先端部分だけ切り取ると、Ａに比べて

緩やかなカーブのように見えます。カーブのきつさ

を正しく判断することは意外と難しいのです。常に

思ったよりカーブはきついかもしれないと考えて、

手前で十分に減速しましょう。

Ａ ＣＢ

同じ円弧でも
緩やかに見える
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　夜間は視認性が低下するため錯覚も起こりやすく

なります。夜間の錯覚には次のようなものがありま

す。

①夜間は速度に対する感覚が鈍りがちで、実際より 

　も遅く感じてしまい、速度を出し過ぎることがあ

　ります。こまめにスピードメーターをチェックし

　て速度をコントロールしましょう。

②大型車は、テールランプの位置が乗用車より高い

　ため実際より遠くに見えます。「まだ車間距離が

　ある」と思って接近し過ぎることがありますから

　注意しましょう。

③夜間、高速道路の左側車線を走行するとき、左の

　ガードレールなどを見ながら走行していると、高

　速バスの停留所にさしかかったとき、停留所に誘

　導されてしまうことがあります。また、故障など

　により路肩に停止している車を走行車と錯覚して

　接近し、追突してしまうことがあります。特に深

　夜や明け方などの意識が低下しているときに、こ

　のような錯覚が起こりやすいので注意しましょう。

夜間に起こりやすい錯覚

下りが上りに見える

　長い下り坂を走行するとき、急な勾配が緩やかな

勾配に変わると、上り坂に変わったかのような錯覚

が起こります。そのため、実際は下り坂であるにも

関わらず、アクセルを踏み込んでスピードを出し過

ぎることがありますから注意しましょう。

小さい車は大きい車より遠くに見える

　同じ距離であっても、大きい車は近くに見え、小

さい車は遠くに見えます。そのため乗用車などに比

べて車体の小さな二輪車は、実際よりも遠くに感じ

やすく、右折時に二輪車が接近していても、まだ距

離があり自車のほうが先に行けると誤った判断をす

ることがあります。二輪車が接近しているときは通

過を待ちましょう。

大型車に引き寄せられる

　ドライバーは視線の向いた方向にハンドルを切る

ことがあります。そのため特に大型車を追抜いたり

追い越したりするときに、大型車の大きなタイヤな

どに視線が向いてしまうと、気づかないうちに大型

車の方にハンドルを切って、あたかも大型車に吸い

寄せられるような錯覚が起こすことがあります。こ

のような事態を防ぐために、大型車を追い抜くとき

や追越しすときは、視線はまっすぐ前方を見て、大

型車に視線を向けないようにしましょう。

カーブのきつさの判断を誤る

　右図は、同じカーブを示したものですが、Ｃのよ

うにカーブの先端部分だけ切り取ると、Ａに比べて

緩やかなカーブのように見えます。カーブのきつさ

を正しく判断することは意外と難しいことですから、

思ったよりカーブはきついかもしれないと考えて、

手前で十分に減速しましょう。

　信号機のない見通しのよい交差点では、次のよう

な錯覚に注意しましょう。

①道幅が同じ程度の交差点では、自車線のほうが広  

　く見えます。そのため、自車のほうが優先だと判 

 断して交差点に進入したときに、交差車両も同じ 

　ように判断して交差点に進入してきて出会い頭事

　故を起こすことがあります。一時停止の標識や標

　示がある場合は一時停止をして交差車両を先に行

　かせなければなりませんが、そうでない場合でも、

　交差車両が接近しているときは徐行や一時停止を

　して交差車両を先に行かせるのが安全です。

②常に同じ速度で接近する交差車両は視野の端にと

　どまって見えるため、動いている車だと気づかな

　いことがあり、そのまま交差点に進入すると出会

　い頭事故を起こす危険があります。見通しのよい

　道路でも交差点に接近するときは、交差車両が近

　づいていないかを必ず目視で確認しましょう。

見通しのよい交差点で起こりやすい錯覚

　夜間は視認性が低下するため錯覚も起こりやすく

なります。夜間の錯覚には次のようなものがありま

す。

①夜間は速度が鈍りがちで、速度を実際よりも遅く

　感じてしまい、速度を出し過ぎることがあります。

　こまめにスピードメーターをチェックして速度を

　コントロールしましょう。

②大型車は、テールランプの位置が乗用車より高　

　いため実際より遠くに見えます。そのため「まだ

　車間距離がある」と思って接近し過ぎることがあ

　りますから注意しましょう。

③夜間、高速道路の左側車線を走行するとき、左の

　ガードレールなどを見ながら走行していると、高

　速バスの停留所にさしかかったとき、停留所に誘

　導されてしまうことがあります。また、故障など

　により路肩に停止している車を走行車と錯覚して

　接近し、追突ししてしまうことがあります。特に

　深夜や明け方などの意識が低下しているときに、

　このような錯覚が起こりやすいので注意しましょ

　う。

④道路照明の少ない暗いカーブでは、ヘッドライト

　が照射する先の道路形状がわかりにくいため、直

　線道路と錯覚することがあります。ヘッドライト

　を上向きにして、照射範囲内で停止できるスピー

　ドで走行しましょう。

　信号機のない見通しのよい交差点では、次のよう

な錯覚に注意しましょう。

①道幅が同じ程度の交差点では、自車線のほうが広  

　く見えます。そのため、自車のほうが優先だと判

　断して交差点に進入したときに、交差車両も同じ 

　ように判断して交差点に進入してきて出会い頭事

　故を起こすことがあります。一時停止の標識や標

　示がある場合は一時停止をして交差車両を先に行

　かせなければなりませんが、そうでない場合でも、

　交差車両が接近しているときは徐行や一時停止を

　して交差車両を先に行かせるのが安全です。

②常に同じ速度で接近する交差車両は視野の端にと

どまって見えるため、動いている車だと気づかな

いことがあり、そのまま交差点に進入すると出会

い頭事故を起こす危険があります。見通しのよい

道路でも交差点に接近するときは、交差車両が近

づいていないかを必ず目視で確認しましょう。

交差車両が動い
ていないように
見える

交差車両が動い
ていないように
見える
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